
［３］議会だより第 3 号

こ
の
議
案
は
、
町
営
住
宅
の
家
賃
滞

納
者
に
対
し
て
、
裁
判
所
に
支
払
い
を

求
め
る
民
事
調
停
を
申
し
立
て
る
た
め

に
、
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
審
議
は
、
個
人
情
報
の

関
係
か
ら
秘
密
会
で
行
い
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
滞
納
月
数
１
年
以
上
で
、

滞
納
額
20
万
円
以
上
等
の
要
件
か
ら
９

名
が
該
当
し
て
お
り
、
審
議
の
結
果
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
９
名
に
対
し
て

は
民
事
調
停
の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
ま

す
。審

査
判
定
事
務
の
委
託

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、

専
門
家
に
よ
る
障
が
い
の
程
度
の
審
査

判
定
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
業

務
を
会
津
若
松
市
に
委
託
す
る
こ
と
に

可
決
し
ま
し
た
。

審
査
会
は
、
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
作
業
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
、
臨
床
技
師
等
か
ら

５
名
１
組
と
な
り
、
審
査
判
定
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、

現
在
も
委
員
で
あ
る
新
鶴
地
域
の
佐
藤

正
昭
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
、
議
会
と

し
て
も
異
議
の
な
い
旨
を
答
申
し
ま
し

た
。

会計名 補正額 総　額

一　　般　　会　　計 1億8,336万円追加 111億7,986万円

（補正の主な内容）

・国営会津宮川土地改良事業基金運用金の返済増額
・滞納管理システム購入
・新鶴保育所プール設置等工事
・児童館運営委託料増額
・横町地区門前町通り整備事業

国民健康保険特別会計 3,375万円追加 23億7,435万円

（補正の主な内容）

・繰越金、予備費増額

老 人 保 健 特 別 会 計 3,514万円追加 32億3,224万円

（補正の主な内容）

・前年度交付金の額の確定による増額

介 護 保 険 特 別 会 計
保険給付費の内訳の変更。
総額は変わらない。

（補正の主な内容）

・給付額が増加傾向にあること、地域支援事業内容が明らか
になったことによる歳出予算の一部組替え

工業団地造成事業特別会計 410万円追加 3,177万円

（補正の主な内容）

・高田工業団地用地（分割方式）売払いのよる増額

補正予算

補 正 予 算
町
営
住
宅

家
賃
滞
納
に
よ
る
民
事
調
停
の
申
し
立
て

〈
町
立
宮
川
小
学
校
内
装
木
質
化
工
事
請
負
契
約
〉

校
舎
内
、
各
部
屋
の
床
下
、
天
井
、
腰
壁
等
の
内
装
工
事
。

こ
の
工
事
は
高
田
地
内
か
ら
産
出
さ
れ
た
木
材
を
使
用
し
て

行
う
。

●
契
約
の
相
手
方

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

間
・
丸
庄
特
別
建
設
工
事
共
同
企
業
体

●
契
約
金
額

５
、
０
８
５
万
７
、
８
０
０
円

●
契
約
の
方
法

随
意
契
約

〈
高
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
機
械
設
備
工
事

請
負
変
更
契
約
〉

主
な
内
容
は
ボ
イ
ラ
ー
配
管
の
布
設
替
え
と
既
存
の
廃
水

処
理
施
設
の
解
体
、
油
槽
分
離
施
設
の
増
設
工
事
。

●
契
約
の
相
手
方

（
有
）
川
嶋
厨
房
設
備

●
契
約
金
額

１
、
１
２
８
万
１
、
２
０
０
円
増
額

そ
の
他
、
専
決
処
分
の
報
告
（
除
雪
作
業
中
の
接
触
事
故

の
示
談
が
成
立
し
た
こ
と
の
報
告
）
が
３
件
あ
り
ま
し
た
。

７
月
臨
時
会
（
７
月
24
日
）

７
月
臨
時
会
（
７
月
24
日
）


